
第 16回須坂新校再編実施計画懇話会 

 

日時：令和６年６月 13日（木） 

                      午後６時～午後７時 30分 

                       会場：須坂市生涯学習センター ホール 

＜次 第＞ 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 新構成員自己紹介 

 

４ 会議事項 

  （１）「第 15回須坂新校再編実施計画懇話会」のまとめ 

  （２）統合方法について 

  （３）須坂新校施設整備事業基本計画について 

      ① 配置計画・平面計画 

      ② 仮設計画 

      ③ 工事スケジュール 

  （４）校名選考について（小諸新校の事例紹介） 

  （５）視察報告（須坂東高校） 

 

 ５ その他 

  ＜次回の予定＞ 

   第 17回須坂新校再編実施計画懇話会 

   （日時）令和６年８月から９月を予定 

   （会場）調整中 

    (内容) 校名選考について 

 

６ 閉会 
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教頭・副事務局長 宮川 敏晃 教頭・事務局長    井出　敦 主幹指導主事

市村 宣幸    有坂 清明
主任指導主事

（須坂新校担当）

栁澤　亘  　土橋 邦彦
主任指導主事

（須坂新校副担当）

春原　真

塚田 和弘

須坂新校再編実施計画懇話会　構成員名簿

小中学校
関係者

長野地域振興局長

氏名 所属等

自治体

三木　正夫 須坂市　市長

   　勝山　幸則 須坂市教育委員会　教育長

春原　博 須坂商工会議所　専務理事
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半田　志郎 国立大学法人信州大学工学部　特任教授
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 ○ 大山　由香里 須坂東高等学校ＰＴＡ　会長
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上高井郡市ＰＴＡ連合会　副会長
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須坂創成高等学校長

山岸　暢 須坂東高等学校　教諭
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第 15回 須坂新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 

日 時 令和６年４月 26日（金） 18時 00分～19時 30分 

場 所 須坂市シルキーホール ３階 第１ホール 

出 席 
（敬称略） 

田中 洋友，勝山 幸則，春原 博，神戸 佳代，久保 正直，霜田 剛，半田 志郎，長岡 孝典， 

髙山 美穂，上野 恵佐夫，坪井 俊文，二ノ宮 邦彦，大宮 透，小林 雅彦，安藤 駿， 

阿部 大輔，河田 晴森，石井 ひなの，山田 純子，山岸 暢，羽山 功，市村 宣幸（以上 22名） 

欠 席 
（敬称略） 

三木 正夫，藤沢 敏和，浅井 洋子，米山 宏貴，坪井 扶司夫 傍聴者 ４名 

事務局 

須坂東高校 中村教頭（副事務局長），嶋田教諭，酒井(健)教諭，山岸教諭，酒井(知)教諭 

須坂創成高校 宮川教頭（事務局長），市村教諭，栁澤教諭，春原教諭，塚田教諭 

県教育委員会 
井出主幹指導主事，土橋主任指導主事，有坂主任指導主事， 

小池主査，依田主事 

当日資料 
次第，第 14回須坂新校再編実施計画懇話会まとめ（案），須坂新校施設整備事業経過報告，施設

整備基本計画について，ワークショップ報告，現時点の配置・平面計画，仮設計画 
 

会議事項 

(1)第 14回須坂新校再編実施計画懇話会のまとめ（案） (2)施設整備事業の経過報告 

(3)施設整備基本計画について (4)ワークショップ報告 (5)現時点の検討状況について（配置・平面計画） 

(6)仮設計画について 
 

構成員から出された主な意見（要旨）   

冒頭で構成員の増員を県教委から提案 

 ・須坂市教育長の退任により交代予定であった小林構成員について、構成員を増員して地域枠の構成員とし

て依頼し、引き続き座長を務めていただくことを県教委より提案 →了承 

 

会議事項について 

(1)第 14回須坂新校再編実施計画懇話会のまとめ 

   資料１ページについて事務局（県教委）から説明。質問、意見なし。 

(2)施設整備事業の経過報告 

   資料２ページについて事務局（県教委）から説明。 

  【質疑】 

   ・情報については須坂市教育委員会をとおして、小布施町、高山村の教育委員会にも流していくことが

大事だと思うので対応をお願いしたい。 

(3)施設整備基本計画について 

  資料３～４ページについて、事務局（県教委）から説明。質問、意見なし。 

(4)ワークショップ報告 

  時間の関係で資料５～８ページを参照することで報告に代える。 

(5)現時点の検討状況について（配置・平面計画） 

  別添の資料について、設計チームから説明。 

 【質疑】（→は設計チームからの回答） 

  ・音楽室は授業や部活動での使用頻度が高いが、現状は場所が離れている上に、古くて冬場は寒いので

新しくしてほしい。 

    →音楽室は既存棟を使いながら改修しようと考えている。音の関係で、単独で使うことが良いが、

内装等を含めて新築と同等レベルで考えている。 

  ・ＦＬＡ（フレキシブルラーニングエリア）は４科融合の象徴的なスペースだと思う。 

    →単純な廊下ということではなく、居場所のようなものを作ろうと思っている。放課後に勉強をす

る、昼休みにお弁当を食べる、会話をするといったことを想定している。分野を超えた人たちの

集まれる場所がＦＬＡである。 

  ・広いスペースに集まることを苦手としている多様な生徒が存在する。広いＦＬＡをとるのではなく、

そのスペースを違うことに使わせてもらいたいという学校の要望もあることをご理解いただきたい。 



   ・ワークショップの意見を取り入れた点や、ＦＬＡはこういった要望に対応できる、といったものを 

説明していただかないとわかりにくい。みんながいいなと感じるようにアピールできる部分があれ 

ば腑に落ちると思う。 

   ・歴史あるものが須坂東高校にはたくさんあるが、新校になりそれがなくなるのは悲しい。須坂東高 

校から新校にかわるときに、受け継げるものがあってもいいと思う。 

 （6）仮設計画について 

    別添の資料について、設計チームから説明 

   【質疑】 

    ・須坂創成高校に入学した生徒の学びの保障という観点から、工期が伸びてしまうけれどもＣ案でお

願いしたい。 

    ・工事中であっても、普通科と専門学科が一緒に学べるような環境ができていることが一番である。 

    ・どこに仮設校舎を建てるかも含めて既存の棟を使いながら仮設の面積を減らせるか算出している。 

より良い方向に行くように、設計チームの皆様のご協力をお願いしたい。 

    ・生徒や学校の考えを優先してやって頂いたほうがいいと思う。 

    ・県教委より 

      学校の側からＣ案を、という意見がだされ、他の構成員の方からＡ案、Ｂ案に対する賛同意見は

出されなかったと考えている。Ｃ案にも工期、工事中の生徒動線、安全確保、工事関係車両の動

線などの問題もあると認識している。持ち帰り、設計チームを含めて議論をしてより良いもので

進められるように準備をしていきたい。 

 

その他 

【次回】 第１６回懇話会 

日程：令和６年６月～７月の実施を予定 

内容：施設整備基本計画について、校名選考について 
 



小諸新校 校名募集の流れ（案）

長野県教育委員会 新校準備委員会

小諸新校「校名」募集要項（案）の作成

選考の観点、選考方法の検討・原案作成第１期高校再編時の校名選考の情報提供

選考の観点、選考方法について意見交換

⑪懇話会（R4.5.16)

選考の観点、選考方法の再検討

小諸新校校名募集要項（案）について意見交換

⑫懇話会（R4.8.18)

小諸新校「校名」募集要項の決定

小諸新校「校名」募集の公募開始 応募された校名案の整理

公募結果の説明、校名案候補の一次選考

⑬懇話会（11月～１２月）

校名案候補 一次選考の整理

校名案候補の決定（最終選考）

⑭懇話会（１月～２月）

再編対象校の校長から具申同名校、権利侵害等の調査

教育委員会定例会で校名案の決定

同名校、権利侵害等の調査

高校再編推進室

9月上旬～10月上旬

R5年４月or５月

懇話会構成員による【一次】投票

懇話会構成員による【二次】投票

県議会11月定例会で正式決定

R７年11月



 

小諸新校 校名募集要項（案）【概要】 

 

公募期間 １か月 

選考の観点 
①校名は「長野県 ～ 高等学校」とする。 

②小諸商業高等学校と小諸高等学校の歴史や伝統を引き継ぎつつ、生徒

たちが新たな学びに大きな希望を抱き、未来に向かって育っていくこ

とができる学校像が表現されている。 

③「学科・教科横断型の学び」のできる普通科・商業科・音楽科が融合

した学校として分かりやすい校名である。 

④「地域と連携した本物の学びに触れる」ことを進める学校として、地

域の願いや期待が表出されている校名であること。 

選考方法 校名選考にあたっては選考の進め方や方法、公募結果、選考結果を懇話

会にて報告し、意見交換を行った上で実施する。 

〔一次選考〕 

・公募結果を参考に構成員による一次投票を行う。 

・公募及び一次投票の結果を参考に懇話会で校名案を３案程度にしぼ

る。 

・校名案の再検討を含め、構成員からの案を二次投票の対象に加える。 

〔最終選考〕 

・二次投票の対象となった校名案候補に対し、商標権等の調査を行う。 

・商標権等の調査結果を踏まえ、構成員による二次投票を行う。 

・商標権等の調査及び二次投票の結果を参考に懇話会で校名案候補を選

考する。 

公募方法 ①期間：令和４年９月９日 ～ 令和４年10月８日 

②内容：校名案と理由 

③方法：応募資格の制限はなく、郵便、FAX、電子メール、事務室への 

持参 

 

 



 

 

 

小諸新校「校名」募集要項 
１ 目   的 

   長野県小諸市に令和８年４月に開校する小諸新校（小諸商業高等学校と小諸高等学校の統合校）につ

いて、長野県教育委員会が進める「新たな学校づくり」に多くの皆様の参画を求めることを目的に、新校の校名を

募集します。 

２ 募集内容 

   新高校の校名案（「長野県○○高等学校」とする。） 

   なお、所定の応募用紙にその校名とした理由を付記してください。 

３ 応募の留意点 

   以下を参考として応募してください。 

【新校の概要】 

（１）学 科 構 成：普通科・商業科・音楽科 

（２）めざす学校像：地域を舞台に多様性を重視しグローカルな視点で未来を創造する３科融合校 

（３）所 在 地：長野県小諸市田町三丁目１－１（現在の小諸商業高等学校の校地） 
 

【下線部をイメージして校名案を考えてください】 

①小諸商業高等学校と小諸高等学校の歴史や伝統を引き継ぎつつ、生徒たちが新たな学びに大きな希望を

抱き、未来に向かって育っていくことができる学校像。 

②「学科・教科横断型の学び」のできる普通科・商業科・音楽科が融合した学校。 

③「地域と連携した本物の学びに触れる」ことを進める学校として、地域の願いや期待が表出されている校名。 

４ 募集期間 

   令和４年９月９日（金）から令和４年10月８日（土）まで（郵送の場合、締め切り当日の消印有効） 

５ 応募資格 

   どなたでも応募できます。 

６ 応募方法 

（１）郵送またはＦＡＸによる応募（応募用紙を使用してください。） 

（２）はがきによる応募（下記の必要事項を記載してください。） 

（３）電子メールによる応募（下記の必要事項を記載してください。） 

    件名を【小諸新校の校名応募】としてください。 

【必要事項】 

①新高校の校名案（ふりがなを記入してください。） 

②その校名とした理由 

③住所（都道府県・市町村）・電話番号・氏名（匿名不可） 

 （団体で応募される場合は、団体名と代表者氏名を記入してください。） 

   ＊必要事項を充たさない応募は選定の対象外とします。 

７ 選定方法 

   小諸新校再編実施計画懇話会での検討を踏まえ、県教育委員会において決定します。 

８ 結果の公表 

   県教育委員会ホームページ等で決定された校名案と応募者氏名を公表する予定です。 

令和８年４月開校 

小諸新高校校名募集 

新高校の概要 

所 在 地：長野県小諸市田町三丁目１－１ 

       （現在の小諸商業高等学校の校地） 

学科構成：普通科・商業科・音楽科 




















